
山鹿市観光関連事業者支援金申請書類チェックシート 

 

申請者名（法人名または氏名）：               

 

ご提出の前に、このシートにより、ご自身で申請書類がすべて揃っているか☑してく

ださい。チェック後、このシートは申請書類とあわせてご提出ください。 

 

☑ 必 要 書 類 

□ 

■山鹿市観光事業者支援金交付申請書兼請求書 

・記入例を参考に記入してください 

・押印をお願いします（シャチハタ不可） 

□ 

■確定申告書等の写し（平成３１年（令和元年）または令和２年の売上確認） 

≪個人（青色申告を行っている場合）≫ 

【所得税確定申告書第一表】＋【青色申告決算書（Ｐ１,２）】 

≪個人（白色申告を行っている場合）≫ 

【所得税確定申告書第一表】＋【収支内訳書】＋【月間事業収入が確認できる売上台帳等】 

≪個人（住民税申告を行っている場合）≫ 

【住民税申告書】＋【収支内訳書】＋【月間事業収入が確認できる売上台帳等】 

≪法人≫【法人税確定申告書別表一】＋【法人事業概況説明書（２枚）】 

・基準売上額の算定に用いた年（法人の場合は、算定に用いた対象月（３・４月）の売上

を含む決算年度）の書類を提出してください 

・複数の業種（店舗）を営む事業者は、支給対象となる業種（店舗）に係る月間事業収入

が確認できる売上台帳等を併せて提出してください 

□ 

■売上台帳等の写し（令和３年３月・４月の売上確認） 

・経理ソフト等から抽出したデータ、エクセルデータ、手書きの売上台帳など 

・売上減少率が大きい月の書類を提出してください 

□ 

■営業許可証等の写し 

・宿泊業（旅館業法に基づく旅館業許可証） 

・旅客輸送業（道路運送法に基づく旅客自動車運送業の免許状・許可証等） 

・運転代行業（自動車運転代行業に係る認定証） 

・公衆浴場業（公衆浴場法に基づく許可証） 

・飲食業（食品衛生法に基づく飲食店営業許可証または喫茶店営業許可証） 

・観光関連事業においては、許認可や資格等が必要な業種のみ提出してください 

□ 

■本人確認書類の写し 

≪個人≫運転免許証、保険証など 

≪法人≫申請書への法人コード記載で可 

□ 

■振込先口座の通帳の写し 

・通帳を開いた１・２ページ目のカタカナ表記の口座名義人、金融機関名、支店名（店番）、

口座番号がわかるもの 

・申請者本人名義に限る 

裏→ 裏面に続く 



※以下は該当する事業者のみ提出してください。 

□ 

≪土産店（全ての事業者）≫ 

■販売している観光土産品（＊）のリスト（主要な販売品目で可） 

(＊)土産品に市内の地域名を冠した商品、市内の観光資源を絵又は文字等をもってデザインした商

品、市内で製作された工芸品、市内の特産物を原材料に使用した商品とします 

≪土産店（１ページ③の事業者）≫ 

■下記に類する書類を２点以上 

・旅行会社からの送客において手数料を支払っていることが分かるもの  

・自店が土産店として掲載されているパンフレットやチラシ  

・観光客誘客のため情報発信していることが分かる広告媒体（チラシ・ＨＰ）  

・観光土産品を取り扱っていることが分かるもの（商品の写真・パンフレットなど） 

・顧客の過半数が市外からの観光客であることが分かるもの（住所のわかる顧客リスト

等） 

□ 

≪市内の宿泊施設・飲食店との取引事業者≫ 

■反復継続した直接取引を証明する書類の写し 

・過去１年間（令和２年５月から令和３年４月まで）のうちに、市内の宿泊施設・飲食

店宛てに発行した契約書、請求書、納品書などの写し（申請書に記載した店舗との取引に

関する書類を２回分/日付の記載のあるもの） 

□ 

≪基準売上額等の算定に新規開業特例の適用を選択した事業者≫ 

■開業日が確認できる資料 

≪個人≫ 

・個人事業の開業・廃業等届出書の写し（届出書に記載の開業日が平成３１年１月１

日から令和２年１２月３１日であること） 

≪法人≫ 

・履歴事項全部証明書または法人設立届出書（会社設立の年月日が平成３１年１月１

日から令和２年１２月３１日であること） 

□ 
≪個人事業者で山鹿市外に居住されている方≫ 

■居住する市町村に税の滞納がないことを証明する書類（未納がない証明など） 

 


